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App l i ca t i on  Spec i f i c  Integrated  Ci rcu i t (ASIC)の場合は、このフロアプラ
ンに対して、効率的なアルゴリズムが多数提案され、ほぼ解決されている。
FPGA においても、1 種類の構成可能論理ブロック (CLB)のみで構成される場
合は、 ASIC のフロアプラン手法がほぼ、そのまま適用可能である。ところ
が、ヘテロジニアス FPGA や動的部分再構成可能 FPGA の場合は十分な解決
法が知られていなかった。ヘテロジニアス FPGA は CLB に加えて RAM、演







であるべき FPGA の配置配線に約 1 か月を要する可能性も指摘されている  
(S tanford 大 Pro f .  Michae l  F lynn)。  








第 ２章 ”Pre l iminar ies ”では 本研 究 で 提 案す る 手 法の 基 礎 と な る いく つ か








第 3 章  ”F loorp lanning  fo r  Heterogeneous  FPGAs”ではヘテロジニアス



























第 4 章 ”Mul t i -Layer  F loorp lanning  fo r  Part ia l ly  Reconf igurable  FPGAs”
では、システムの稼働中に特定の領域内の構成を動的に書き換える機能をも




















手法 [ In t .  Conf .  VLSI  2006 ]  との比較を行ない、配線長が約 12%、計算時間
が約 38%削減されたことを示している。また、動的再構成可能領域内部のブ









FPGA および動的部分再構成可能 FPGA のフロアプラン問題に対して、独創
的な解法を提案し、 FPGA の設計自動化に大きく貢献するものである。これ
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